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2研 究 論 文
電 気 音 響 ・ 建 築 音 響 ・ 騒 音 制 御 関 係
学 会 誌 等 論 文 ・ 解 説
円 錐 型 動 電 拡 声 器 の 研 究
日 本 音 瓣 学 会 誌  7 巻 1 号  a 9 5 D
共 著 者 : 松 井 , 柴 山 , 二 村
紙 の 弾 性 常 数 に 関 す る 模 型 的 考 察
日 本 音 繹 学 会 誌  1 0 巻 3 号 ( 1 9 5 4 )
共 著 者 : 二 村
室 の 音 粋 特 性 の 側 定 装 置
日 本 音 糾 学 会 誌  1 0 巻 4 号 ( 1 9 5 4 )
共 著 者 : 菅 井 , 松 井 、 三 村
電 力 用 変 圧 器 の 騒 音 に 対 す る 防 音 壁 の 設 計 に つ い て
電 気 学 会 雑 誌  7 5 巻 8 0 0 号  a 9 5 5 )
共 著 者 : 福 島 , 柴 山 , 菅 井 , 板 水 , 石 垣 , 二 村
消 音 器 の 内 部 に お け る 吸 音 物 の 効 果 ( そ の 1
日 本 音 粋 学 会 誌  1 4 巻 4 ・ 弓 ( 1 9 5 8 )
共 著 者 : 福 田 , 二 村
消 音 器 の 内 部 に お け る 吸 音 物 の 効 果
( そ の 2  容 桜 部 内 の 装 悦 容 易 な 吸 音 物 の 室 を も つ 場 合 の 消 音 効 巣 )
日 本 音 轡 学 会 誌  1 6 巻 1 号  a 9 6 の
共 著 者 : 福 田 , 二 村
簡 単 な 振 幅 制 限 素 子 を も つ 防 振 機 構 に つ い て
日 本 音 粋 学 会 誌  2 1 巻 2 号 ( 1 9 6 5 )
共 著 者 : 商 山 , 二 村
塵 芥 焼 釦 工 場 の 騒 音 公 害 と そ の 解 決
産 業 公 害  V 0 1 . 4 ,  N O . フ ( 1 9 6 8 )
直 線 配 列 音 源 の 近 傍 音 場 特 性
日 本 音 粋 学 会 誌  2 6 巻 3 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 後 藤 , 若 菜
容 枯 部 壁 面 の 高 音 に 対 す る 吸 音 効 果 )
曲 線 配 列 ・ 音 源 の 一 設 計 法 と そ の 近 傍 音 場 音 圧 分 布
日 本 音 辨 学 会 誌  2 6 を 4 号  a 9 7 の
共 著 者 : 後 慨 , 若 菜
,
騒 音 ・ 振 動 の 側 定 法 と 側 定 装 逃






A study ofthe packaglng of a smaⅡ Engine
(2nd Report Theoretica11nvestigation of the sound lnsulation Effect
Of package)
BU11etin of the JSME, V01.21, NO.159 (1978)
共著者: Fukuda
Stable Method for Active canceHation of Duct Noise by synthesi2ed sound
Transactions of the ASME V01.109 (1987)






Active Reduction of Noise by Additional Nolse source and lts Limit
T,ansactions of the ASME, V01.111 (1989)














4A  c o n s i d e r a t i o n  o n  s e g m e n t a t l o n  o f  s p o k e n  w o r d s
日 本 音 瓣 学 会 誌 2 6 巻 7 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 板 橋 , 牧 野
単 語 中 の 幾 つ か の 子 音 の 辞 書 に よ る 識 別
電 子 通 信 学 会 誌  V 0 1 . 5 4 、 C  N O . 1 ( 1 9 7 1 )
共 著 者 : 板 橋 , 鈴 木
日 本 語 の 高 ひ ん 度 単 語 の 音 形 上 の 幾 つ か の 特 徴
電 子 通 信 学 会 誌  V 0 1 . 5 4 、 C ,  N O . 5  ( 1 9 7 1 )
共 著 者 : 板 橋 , 鈴 木
辞 書 と 音 形 規 則 を 利 用 し た 単 語 音 声 の 認 識
日 本 音 響 学 会 誌  2 7 巻 9 号  a 9 7 D
共 著 者 : 板 橋
R e t e n t i o n  c u r v e  o f  s h o r t ・ T e r m  M e m o r y  o f  v o w e l
T h e  J o u r n a l  o f  血 e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 0 ,  N O . 1 2  ( 1 9 7 4 )
共 著 者 :  K a n a m o r i
A n  A c t i v e  M o d e l f o r  E x t r a c t l o n  o f  N a s e l i t y  a n d  l t s  p e r c e p t u a ]  E v a l u a t i o n
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 0 ,  N O . 1 2  ( 1 9 7 4 )
共 著 者 :  T e k e u c h i ,  K e s u y a
P s y c h 0 1 0 g i c a l  A u d i t o r y  D e s c r l p t i o n  o f  F o r m e n t  F r e q u e n c y  a n d
R e c o g n l t i o n
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 2  a 9 7 5 )
共 著 者 :  K e n a m o r i ,  s h i 牙 e n o
C o n t e x t  e f f e c t  l n  p e r c e p t i o n  o f  v o w e l s  l n  v c v  s y 1 1 a b l e s
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 4  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 :  K a n a m o r i
A r t i c u l a t o r y  c h a r a c t e r l s t l c s  a s  a  c u e  f o r  t h e  p e r c e p t l o n  o f  B i l a b l a l s
/ b ,  W ,  m /
T h e  J o u r n a l  o f  t h e  A c o u s t i c a l  s o c i e y t  o f  J a p a n  v 0 1 . 3 1 ,  N O . 4  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 :  T a k e u c h i ,  K a s u y a
鼻 音 性 の 音 響 関 連 量 に つ い て
日 本 音 粋 学 会 誌  3 1 巻 5 号  a 9 7 5 )
共 著 者 : 竹 内 , 粕 谷
心 理 的 聴 空 間 を 用 い 九 連 続 音 声 中 の 厩 音 認 識
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . 5 8 、 D ,  N O . 8  ( 1 9 7 5 )
共 著 者 : 金 森
音 声 認 識 の 現 状
電 気 学 会 雑 誌  V 0 1 . 9 2 ,  N O . 9  ( 1 9 7 2 )
V o w e l
A Method for vowel Rec0宮nitlon by use of the characterlstlcs
On perception cf volvel
日本音響学会誌31巻Ⅱ号 a975)
共著者: Kanamori


















Representation of phoneme Group by 9 dimentlonal vectors




Formant Frequencles of Ben曾ali vowels uttered 】n lsolatlon
日本音粋学会誌 32巻8号(1俳6)
共著者、 pramanik











6O n  t h e  F o r m a n t  F r e q u e n c i e s  o f  B e n g a l i  v o w e l s  l n  c o n n e c t e d  s p e e c h
日 本 音 瓣 学 会 誌  3 3 巻 5 号 ( 1 9 7 フ )
共 著 者 :  p r a m a n i k
最 近 の 音 声 認 識 と そ の 実 用 化 に お け る 諸 問 題
精 密 機 械  V 0 1 . 4 4 ,  N O . 2  ( 1 9 7 8 )
音 声 ス ペ ク ト ル の 概 略 形 と そ の 動 特 性 を 利 用 し た 単 語 音 声 認 識 シ ス テ ム
日 本 音 警 学 会 誌  3 4 巻 3 号 ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 三 輪 , 新 津 , 牧 野
雑 音 中 の 音 声 の ホ ル マ ン ト 周 波 数 抽 出
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . フ ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
S p o k e n  w o r d  R e c 0 曾 n l t i o n  s y s t e m  f o r  u n l i m i t e d  A d u l t  M a l e  s p e a k e r s
T H E  T R A N S A C T I O N S  O F  T H E  I E C E  O F  J A P A N  V 0 1 . E 6 1 ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 :  M a t s u o k a ,  M i w a ,  M a k i n o
変 形 コ ム リ フ タ に よ る ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
コ ム リ フ タ を 用 い ナ こ ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 釘 8 )
共 著 者 : 大 山 , 片 桐
周 波 数 の 非 線 形 変 換 に よ る へ り ウ ム 音 声 の 修 復
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 1 1 ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 鈴 木 , 大 山
単 語 音 声 自 動 認 識 に お け る 言 語 情 報 の 一 利 用 法
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 2 、 D ,  N O . 1  a 9 7 9 )
共 著 者 : 新 津 , 三 輪 , 牧 野
近 距 酢 単 語 闇 の 識 別 に 必 要 な 音 素 対 の 性 質
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 2 、 D ,  N O . 8  ( 1 9 7 9 )
共 著 者 : 牧 野
J 路 泉 形 ス ペ ク ト ル マ ッ チ ン グ に よ る 単 語 音 声 認 識 の 一 方 式
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 4 、 D ,  N O . 1 ( 1 9 8 1 )
共 著 者 : 三 輪 , 小 原 , 牧 野
判 別 分 析 に よ る 音 素 の 特 徴 抽 出
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 5 、 A  N O . 1 2  ( 1 9 8 2 )
共 著 者 : j 1 位 揣 , 牧 野
A r t i c u l a t o r y  p a r a m e t e r s  f o r  t h e  p e r c e p t l o n  o f  B i l a b i a l s
P h o n e t i c a  3 9  ( 1 9 8 2 )




Recognition of isoleted Koreen dlglts uslng band pass filters based on FFT





Recognltlon of vowels in Japenese words uslng spectra110cal peaks










Speaker independent word recognltion system based on phoneme recognltlon
for a large size (212 Words) vocabulary










RECOGNITION OF PHONEMES USING TIME、SPECTRUM PATTERN







8点 音 像 に よ る 恬 報 伝 達 の 基 礎 的 検 討
電 子 通 信 論 文 誌  V O L . J 6 9 、 A ,  N O . 9 ( 1 9 8 の
共 著 者 汗 尹 東 , 米 沢
R e c o g n l t l o n  o f  s t o p  c o n s o n a n t s  l n  J a p a n e s e  w o r d s  u s ] n 宮  1 0 c a l  s p e c t r a l  p e a k s
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E ) フ , 6  ( 1 9 8 の
共 著 者 :  K i m ,  M a k i n o
ス ペ ク ト ル の 時 問 変 化 ハ ゜ タ ー ン に よ る 語 頭 音 素 の 識 別
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 0 ・ A ,  N O . 8 ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 牧 野
単 誥 中 の 鼻 子 音 , 破 裂 子 音 の ス ペ ク ト ル 時 系 列 に 含 ま れ る 変 動 要 因 の 分 析
電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 0 、 A ,  N O . 1 0  a 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 牧 野
構 文 駆 動 型 D P 法 に よ る 連 続 音 声 中 か ら の 活 用 語 の ス ポ
ソ テ ィ ン ク
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 1 、 D ,  N O . 1 2 ( 1 9 8 7 )
共 著 者 : 岡 田 , 伊 藤 , 牧 野
ス ペ ク ト ル の 傾 斜 と 口 ー カ ル ピ ー ク を 用 い た 語 中 母 音 の 認 識
日 本 音 響 学 会 誌  U 巻 3 号  a 9 8 8 )
共 著 者 : 古 賀 , 牧 野
A  m e t h o d  o f  s p e e c h  r e c o r d i n g  l n  a  n o i s y  e n v l r o n m e n t  c e u s e d  b y  v l b r a t i o n  o f
P a n e l
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 3  ( 1 9 8 8 )
J 七 著 者 :  s h i m a ,  C . K i m ,  Y u a s a ,  K a n a i ,  A b e
音 素 判 別 フ ィ ル タ の 出 力 統 合 に よ る 音 索 認 識 法
電 子 恬 報 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 7 1 ・ D ,  N O . 6 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 盛 合 , 牧 野
A n a l y s i s  a n d  r e c o a n l t l o n  o f  K o r e a n  l s o l a t e d  v o w e l s  u s l n g  f o r m a n t  f r e q u e n c y
J .  A o u c s t .  S O C .  J p n . ( E )  9 , 5  ( 1 9 8 8 )
共 著 者 :  c h u n g ,  M a k i n o
標 凖 バ タ ー ン の 時 間 軸 掃 引 に よ る 音 素 区 問 か ら の 破 製 子 ・ 音 , 鼻 子 音 の 認 識
屯 気 学 会 論 文 誌 C  I 0 8 巻 1 0 号  a 9 8 8 )
共 著 者 : 井 出 , 牧 野 , 右 森
文 節 ス ポ ッ テ ィ ン グ に 基 づ く 日 本 語 文 音 声 の 認 識
電 気 学 会 論 文 誌 C  I 0 8 巻 1 0 号 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 岡 田 , 松 尾 , 伊 際 , 小 川 , 牧 野
母 音 認 識 に お け る ス ペ ク ト ル の 2 値 化 の ー 一 方 法
日 本 音 粋 学 会 誌 " 巻 1 0 号 ( 1 9 8 8 )
共 著 者 : 古 賀 , 牧 野
On the listenln宮 tests uslng natura] speech of 8 Korean vowels

































電子通信学会誌 V01.52, NO.Ⅱ2 (1969)
1 0
デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ と そ の 応 用
計 側 と 制 御 第 1 1 巻 第 9 号 ( 1 9 7 2 )
音 響 学 の 研 究 に お け る 電 子 計 算 機 の オ ン ラ イ ン 利 用
日 本 音 響 学 会 誌  2 9 巻 1 号 ( 1 9 7 3 )
研 究 ・ 技 術 こ れ か ら ? 電 気 音 粋
電 子 通 信 学 会 誌 第 5 8 巻 5 号  a 9 7 5 )
新 し い 計 側 器 を 使 っ ナ ゴ 則 定 法 ー デ ィ ジ タ ル 技 術 の 利 用
音 響 技 術  V 0 1 . 4  ( 1 9 7 5 )
高 速 フ ー リ エ 変 換 と そ の 応 用 〔 1 〕 , 〔 Ⅱ 〕 , 〔 Ⅲ 〕 ,
電 子 通 信 学 会 誌 第 5 9 巻 3 号 , 5 号 , 6 号 , フ ・ 号
変 形 コ ム リ フ タ に よ る ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山
コ ム リ フ タ を 用 い た ケ プ ス ト ラ ム 分 析
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V O ] . J 6 1 、 A ,  N O . 8  ( 1 9 7 8 )
共 著 者 : 大 山 , 片 桐
E f f e c t s  o f  t i m e  w i n d o w  o n  t h e  e s t i m a t i o n  o f  c o h e r e n c e  f u n c t i o n  f o r  t h e  s y s t e m
W l t h  d e l a y
J .  A c o u s t .  S O C .  J p n . ( E )  1 , 1  ( 1 9 7 9 )
共 著 者 :  T a k e b a y a s h i
移 動 マ イ ク ロ ホ ン を 用 い た 指 向 性 ス ペ ク ト ル 分 析 シ ス テ ム
日 本 音 粋 学 会 誌  3 5 巻 6 号 ( 1 9 7 の
共 著 者 : 石 亀 , 安 倍
( 1 9 7 6 )
残 饗 が 長 い 系 の 伝 達 特 性 の 測 定 ( 狭 帯 域 化 デ ィ ジ タ ル 処 鏗 の 利 用 )
日 本 音 響 学 会 誌  3 5 巻 Ⅱ 号 ( 1 9 7 9 )
共 著 者 : 竹 林 , 伊 藤
複 索 ケ プ ス ト ラ ム を 用 い 六 並 列 伝 送 路 の 伝 達 関 数 の 推 定
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 3 、 A ,  N O . 8 ( 1 9 8 の
共 著 者 : 竹 林 , 稲 川
残 差 ス ペ ク ト ル に よ る 複 数 経 路 を 含 む 系 の 伝 達 関 数 の 推 定
電 子 通 信 学 会 論 文 誌  V 0 1 . J 6 3 、 A ,  N O . 9 ( 1 9 8 の
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